
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

    ＪＡ京都中央 ２０２5 年 11 月 4 日 №780 作成者 吉田 真依 

―ＴＡＣ information―  

2025 年産米 検査成績（2025 年 10/31 現在） 

 
 

2025 年産米検査は、9 月 30 日の大原野地域から始まり、合計 5,455 袋/30kg

（10 月 31 日現在）の検査を実施しました。 

今年も昨年同様、登熟期の異常気象による高温の影響で白未熟粒の混入が多く見受

けられています。また、等級を下げる大きな要因となっているのが、同じく高温の影響

で、カメムシ類の被害による斑点米の混入や未熟粒によるものです。 

「にこまる」と「ヒノヒカリ」を比較した上記写真から分かるように、「ヒノヒカリ」

については、影響が大きく、1 等 1.38％、2 等 17.90％、3 等 37.59％、規格外

43.13％でした。 耐高温性品種の「にこまる」は、品質が良好で、1 等 54.42％、

2 等 33.86％、3 等 11.41％となっております。 

「ヒノヒカリ」は、登熟期が高温期に遭遇すると高温障害を受けやすく、近年の夏期

気温推移から、栽培適性は限界に達していると判断できる状況となってきております。 

ファミマルシェ開催！ 

 
 

 2025 年 11 月 21 日（金）10：00～ 全農京都府本部と協力し、ファミリーマート洛西新林

本通店の駐車場特設ブースにて「ファミマルシェ」を開催いたします。当日は、京の伝統野菜の

一つである「京はたけ菜」の販売促進活動を行う予定です。 

この機会にぜひ新鮮な「京はたけ菜」をお買い求めください♪ 

1等 2等 3等 規格外 計 1等 2等 3等 規格外

1,199 1,380 1,556 1,320 5,455 21.98 25.30 28.52 24.20

2025年産米検査成績

※2025年10月31日現在

検査数量（30㎏袋個） 等級比率（％）

にこまる（1等） ヒノヒカリ（規格外） 

1等 2等 3等 計 1等 2等 3等

654 2,107 1,880 4,641 14.09 45.40 40.51

検査数量（30㎏袋個） 等級比率（％）（参考）2024年産米検査成績

※2024年10月31日現在



 


